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汎用電子顕微鏡に搭載される従来の波長分散型やエネルギー分散型分光器の分析エネルギー

範囲（200～2000 eV）を拡張し、50～4000 eV領域の発光スペクトルを高効率・高分解能計測でき

る平面結像型回折格子分光器を実用化し、リチウムイオン二次電池や太陽電池材料等の機能性物

質におけるナノスケール空間での構造評価とそ

の化学状態分析を実現する分光システムを開発

した。本研究では、当該領域を四分割（（i）50～

200 eV、（ii）155～350 eV、（iii）300～2200 eV、

（iv）2000～4000 eV）し、それぞれの領域に最

適化したラミナ型ホログラフィック回折格子を

一つの共通する分光器にシームレスに搭載でき

るように設計した。特に、（iv）2～4 keV領域用

として、一定入射角でも全エネルギー領域で一様

に高い回折効率を示す新型のワイドバンド多層

膜回折格子を開発した（Fig. 1）。 
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Fig.1 Measured diffraction efficiency of a 
newly developed multilayer grating as a 
function of photon energy. For the comparison, 
a conventional grating coated with gold is 
shown. The incident angle is fixed at 88.65°.  

本発表では、回折格子の設計・製作、放射光

による回折効率測定、レーザープラズマ光源によ

る分解能測定について述べる。 
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